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病院のコスト適正化？
病院経営に関わっているわけでは全くないが，厳し
い経営状況の話が絶えず飛び交っている．昨年，打診
も何もなくコスト適正化委員会なるものの委員長に指
名されていることが分かり，コスト削減をはかって経
営改善に貢献しなさいという見えない意思に従い行動
することになった．コスト意識は持つようにいわれて
はいるものの，「コスト削減の仕方」について教育を
受けたことは一度もない．取り組んできたのは疾患に
対する治療法であり，手術手技であり，いかに患者に
貢献していくかのみに集中していたといっても過言ではない．治療に要するコストは優先順位のリ
ストにすら載っていない状態であった．42 ある国立大学病院のうち 32 病院は 2024 年に経常赤字
で，全体の赤字額は 260 億円に達するという報道もあった．赤字経営は筆者の所属施設に限ったこ
とではないのである．
二宮尊徳の言葉として知られるものに，「道徳なき経済は犯罪であり…」がある．最初に道徳で
あり，事業はその後に存在すべきという考え方で地域振興に尽くされた．非常に分かりやすく，倫
理観を欠いてお金儲けのみに走ることが社会的に受け入れ難いのは当然であろう．これに「経済な
き道徳は寝言である」という言葉が続く．なるほど，どんなに立派な理念があったとしてもお金が
なければ実現できないわけである．
さて，これを医療にあてはめて考えてみると…である．患者の治療のためにはどれだけのコスト
がかかっても仕方がない，人の生命は何よりも尊いのだという考えのみでは，収益バランスがマイ
ナスに大きく振れる可能性がある．しかし高度医療でのみ助かる命を目の前にすれば，コストを度
外視した医療も医師としては選択してしまう．これまで持っていなかった「経済的」視点で過去を
見直してみると，自分自身の倫理観でとってきた選択が果たして患者・病院，双方に対して実は不
利益であったことはなかったのかと疑心暗鬼にもなってくる．
医療コストの増大は光熱費の増加，物価高騰に伴う影響もあるだろうが，こういったものはどう
にも医師には対応できない．診断群分類別包括評価（DPC）制度に基づくと，同じ結果が得られる
のであればできるだけ医療材料コストを低く抑えて手術を行う，検査も必要最低限にということに
なる．ここは外科医として工夫できる余地がありそうである．ただ，コストの話ではないが，順調
に経過している患者の入院期間を不必要に延ばすことはどうなのだろうか．病院収益向上のために
必要のない入院を増やすこと，これは「道徳なき経済」にならないだろうか．病院経営を守るため
の自己防衛だと正当化されるのだろうか．コスト以外にも多様な項目に対して心を巡らすように
なってしまっている．
自由診療の美容形成外科への就職を臨床研修後に直接目指す「直美（ちょくび）」が増加の一途
であるが，保険診療下での病院経営に限界を感じての行動であれば，あながち否定もできないもの
だと感じている．国民皆保険制度による，「安い医療費で高度な医療の提供」という「理念」．これ
が寝言と見なされることなく，医療体制が維持できる国であってほしいと切に願う．
� （山 下 裕 玄）
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